
 

 

 

 

 

 

 

「石川県薬物の濫用の防止に関する条例案の骨子」に対する 

パブリックコメント募集について 

 

１ 目 的 

危険ドラッグは、幻覚作用などの健康被害の発生や重大な事故を引き起こす原因と

なるなど、重大な社会問題となっています。本県においても危険ドラッグを吸引等に

よる健康被害が確認されるとともに、本年７月に危険ドラッグの製造工場が摘発され

ました。 

この危険な危険ドラッグから県民の健康と安全を守るため、今般、「石川県薬物の濫

用の防止に関する条例」を制定することとしましたので、条例案の骨子について、広

く県民の皆様からご意見を頂き、条例策定に反映していきたいと考えております。 

 

２ 意見募集の対象 

別添「石川県薬物の濫用の防止に関する条例案の骨子」 
 

３ 募集対象の閲覧、入手方法 

（１）県ホームページに掲載 

（２）次の各機関において閲覧、配布 

  本  庁：薬事衛生課、行政情報サービスセンター 

  出先機関：小松県税事務所、中能登総合事務所、奥能登総合事務所 

       各保健福祉センター（南加賀、石川中央、能登中部、能登北部） 
 

４ 意見の提出方法 

意見は、別紙様式で下記の提出先あてに、郵便、FAX、又は電子メールのいずれかの

方法で提出 
 

５ 意見の提出先、問い合わせ先 

石川県健康福祉部薬事衛生課薬事麻薬グループ 

〒920-8580 金沢市鞍月１－１ 

TEL：(076)225-1442  FAX：(076)225-1444  

電子メール：seieika2@pref.ishikawa.lg.jp 

ホームページ http://www.pref.ishikawa.lg.jp/yakuji/index.html 
 

６ 募集期間 

  平成２６年９月８日（月）～９月１４日（日） 

※郵送については、１４日（日）必着 

資 料 提 供 

平成２６年９月８日 

健康福祉部薬事衛生課 

課長  多  田  実  次 

（外線）076-225-1440 

（内線）  4 1 5 0  

 



（別添） 

石川県薬物の濫用の防止に関する条例案の骨子 

 

１ 条例制定の背景 

 (1) 危険ドラッグは、幻覚作用などの健康被害の発生や重大な事故を引き起こす

原因となるなど、重大な社会問題となっている。 

 (2) 本県においても危険ドラッグを、吸引等により体内に摂取したことによる健

康被害が確認されるとともに、本年７月に危険ドラッグの製造工場が摘発され

たところである。 

 (3) 薬事法に基づく指定薬物として規制されるまでに３カ月程度の期間を要する

とともに、規制後も新たな薬物が流通する現状がある。 

 

２ 条例制定の目的 

幻覚やけいれんなどの健康被害の発生や重大な事故を引き起こす原因となるな

どの問題がある危険ドラッグの使用等を防止するため、薬事法の薬物の規制を超

える規制を行い、県民の健康や安全を守ることを目的とする。 

 

３ 危険ドラッグに対する規制 

 (1) 知事監視製品の指定 

「お香」や「ハーブ」などという名目で販売されているが、インターネット

で標榜されている商品情報や医療機関からの健康被害の情報、他の自治体の危

険ドラッグに関する情報などから、健康被害の蓋然性が認められる製品を「石

川県薬物審査会」の意見を聴いて知事監視製品に指定する。 

  〈規制内容〉 

供給者側 

販売業の届出書の提出 

違反者に過料 

購入者に対する体内摂取禁止の説明及び説

明書の交付 

購入者から体内摂取しない旨の誓約書の徴

収 

製品の仕入れ記録の作成 

誓約書及び仕入れ記録の保存 

使用者側 

体内摂取しない旨の誓約書の提出 

・県内届出販売者から購入した場合は、販

売店に提出 

・県外店舗、インターネット等からの購入

は、知事に提出 

違反者に過料 

誓約内容の遵守 

  〈指定の失効〉 

    知事監視製品の成分が法律や条例の規制物質に該当するに至ったときは、

その効力を失う。 



(2) 知事指定薬物の指定 

   県内において濫用され、又は濫用されるおそれがあり、吸引等により体内摂

取した場合、健康被害を及ぼすと認められる物を「石川県薬物審査会」の意見

を聴いて知事指定薬物に指定する。 

  〈規制内容〉 

供給者側 

製造、栽培の禁止 

製造、販売等の中止命令、

廃棄等の命令→罰則 

販売、授与、販売や授与目的での所

持の禁止 

販売や授与目的の広告の禁止 

使用者側 所持、購入、譲り受け、使用の禁止 

  〈指定の失効〉 

    知事指定薬物が法律の規制物質に該当するに至ったときは、その効力を失う。 

 

４ 立入調査 

知事は、職員に知事指定薬物若しくは知事監視製品又はこれらに該当する疑い

のある物を取り扱う店舗その他必要な場所への立入検査又は関係者への質問をさ

せることができる。 

  罰則：立入調査を拒み、妨げ、又は虚偽の答弁などを行った者に罰則を設ける。 

 

５ 「石川県薬物審査会」の設置 

 (1) 審査会は、知事指定薬物や知事監視製品の指定等について調査審議し、知事

に意見を言う。 

 (2) 審査会は、５人以内の委員で組織し、委員は、薬物に関し優れた識見を有す

る者のうちから知事が任命する。 

 (3) 委員の任期は２年とする。 

 (4) 委員には守秘義務を課す。 

 (5) 審査会の調査手続は非公開とする。 



（ 別 紙 ） 

 

「石川県薬物の濫用の防止に関する条例案の骨子」 

に対する意見書 

氏 名  
電 話 番 号 

(ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ) 

 

 

住 所 
 

性 別 □男性  □女性 年 齢 
□10 代 □20 代 □30 代 □40 代 

□50 代 □60 代以上 

ご意見の項目 ご意見 

□知事監視製品 

□知事指定薬物 

□立入調査 

□薬物審査会 

□その他 

 

□知事監視製品 

□知事指定薬物 

□立入調査 

□薬物審査会 

□その他 

 

□知事監視製品 

□知事指定薬物 

□立入調査 

□薬物審査会 

□その他 

 

（注）記入欄が不足する場合は、適宜、用紙を足すなどしてご記入ください。 

送付先：石川県健康福祉部薬事衛生課薬事麻薬グループ 

〒920-8580 金沢市鞍月１－１  FAX:076-225-1444 



（参考）

「石川県薬物の濫用の防止に関する条例案の骨子」の閲覧,配布場所

　　 入　手　場　所 　　　所　　在　　地 　電話番号

健康福祉部薬事衛生課 金沢市鞍月1－1

　(行政庁舎9階　)

行政情報サービスセンター 金沢市鞍月1－1
　(行政庁舎1階)

南加賀保健福祉センター 小松市園町ヌ48 0761-22-0794
　食品保健課

石川中央保健福祉センター 白山市馬場2－7 076-275-2253
　食品保健課

能登中部保健福祉センター 七尾市本府中町ソ27－9 0767-53-2482
　食品保健課

能登北部保健福祉センター 輪島市鳳至町畠田102－4 0768-22-2011
　食品保健課

小松県税事務所　納税課 小松市園町ハ108－1 0761-23-1713

中能登総合事務所　企画振興課 七尾市小島町ニ部33 0767-52-6113

奥能登総合事務所　企画振興課 輪島市三井町洲衛10部11－1 0768-26-2303

　076-225-1442

　076-225-1236
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